
別紙１

1 業務の理解 ・ 業務の目的、背景についての考え方を簡潔に記載すること

・ 本業務を実施するプロジェクト体制（各責任者の業務実績を含む。）、
県、薬剤師会及び保険薬局との役割分担に対する考え方、プロジェクト
管理の実施方針等を記載すること

・ 契約締結後から履行期限までのスケジュール概要を示すこと

3 業務の内容 ・ 仕様書「３　本業務に係る要件及び内容」について提案すること

4 自由提案
・ 仕様書に記載する要件等のほか、事業の目的に沿った有益な独自の提案

がある場合に記すこと

5 見積額
・ 本業務に要する費用を記載した見積書（様式第６号、要押印）を提出す

ること

【注意】

・ 企画提案書の記載にあたっては、仕様書を熟読のうえ、審査する者が提案内容を理解できるよう

（誤認識・誤解しないよう）簡潔に記載すること

後発医薬品転換効果検証等業務委託の企画提案書に記載する項目

項目 記載を求める事項

2 実施体制及び
スケジュール



 

 

別紙２ 

後発医薬品転換効果検証等業務委託企画提案審査基準 

 

区分 評 価 項 目 配点 

業務の理解 

業務の背景、目的を理解しているか ５ 

後発医薬品に関する現状、課題を把握しているか ５ 

実施体制及び 
スケジュール 

配置する人員の数や実績、関係者との役割分担の方針が適切で 
あるか 

１０ 

実現可能なスケジュールであるか １０ 

業務の内容 

転換による経済効果が見込める実施方法であるか １０ 

多数の保険薬局の前向きな協力を得るためのアイデアがあるか ２０ 

転換する薬剤について十分な供給が見込める実施方法であるか ２０ 

自由提案 仕様書の記載事項以外で効果的な提案があるか １０ 

見積額 
見積額が適当か 
10×（1－見積額／予定価格）＝価格点（※小数点第２位を切捨） 

１０ 

合計１００点 


